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【結果と考察】新規に合成した 3 種のイミダゾピラジノン誘導体を含む 6 種の誘導体を用い、有
機塩基 TMG を含む DMSO 中での化学発光特性を比較した。化学発光波長は 6-PhIP<8-PhIP<  
5-PhIP の順に長波長化し、5 位の効果が高いことが分かった。イミダゾピラジノンの反応速度加
速の効果は 6 位<8 位<5 位の Ph 基の順に高かった。また、化学発光量子収率は 5-PhIP< 




蛍光波長は 5 位<3 位<6 位の順で Ph 基による長波長化が起こることが分かった。この発光波長の
変化を評価するため、アミドピラジンアニオンについての DFT 計算を行った結果、Ph 基は主に
LUMO においてピラジン環の軌道と相互作用してエネルギー準位を制御することが分かった。特






る Ph 基の導入位置と化学発光特性の相関を明らかにすることができた。 
 
